
公安委員会の開催概要

公安委員会は、令和４年11月17日（木）に開催された。

１ 決裁事項

・秋田県警察署協議会委員の任期満了に伴う委嘱替えについて

・秋田県公安委員会等に係る行政手続等における情報通信技術の利用に関する規則の

一部を改正する規則について

・運転免許取得者等教育の認定について

・審査請求の受理について

・審査請求に係る補正命令の発出について

・道路交通法の規定に基づく意見の聴取等について

２ 報告事項

(1) 犯罪被害者週間「県民のつどい」の開催について

県警察から、犯罪被害者週間「県民のつどい」の開催に関する報告があった。

11月26日、秋田拠点センターＡＬＶＥ（アルヴェ）において、犯罪被害者等に対する

県民の理解の促進、犯罪被害者等の尊厳が守られる社会及び被害者も加害者も出さない

安全で安心なまちづくりを推進するため「県民のつどい」を開催するとのことであった。

委員から、『犯罪被害者支援について、県民にアピールする機会にしていただき

たい。』との発言があった。

(2) 令和４年秋田県議会第２回定例会（12月議会）提出の議案について

県警察から、令和４年秋田県議会第２回定例会（12月議会）提出の議案に関する報告

があった。

令和４年秋田県議会第２回定例会提出の議案は、令和４年度12月補正予算に関する

内容であるとのことであった。

委員から、『共通基盤システム構築により、業務が効率化することに期待する。』との

発言があった。

(3) 警察庁による監察の受監結果について

県警察から、警察庁による監察の受監結果に関する報告があった。

７月12日、13日の２日間、警察本部及び警察署を対象として警察庁が実施した「人身

安全関連事案への迅速かつ的確な対応状況」に関する監察は、評価基準を満たしており、

指摘・指導事項はないとのことであった。

委員から、『良い点、悪い点ともに情報共有していただきたい。』との発言があった。



(4) 第29回「秋田県民の警察官」受賞者の決定について

県警察から、第29回「秋田県民の警察官」受賞者の決定に関する報告があった。

秋田テレビ株式会社が主催する「秋田県民の警察官」に警察官２人が決定し、11月

29日、秋田市内のホテルにおいて受賞式が開催されるとのことであった。

委員から、『お祝い申し上げる。後進の指導にも熱心に当たっていただきたい。』と

の発言があった。

(5) 列車内における凶器使用事案等対応訓練の実施結果について

県警察から、列車内における凶器使用事案等対応訓練の実施結果に関する報告が

あった。

10月24日、由利本荘市の由利高原鉄道株式会社と連携し、列車内における凶器使用

事案及び不審物対処事案訓練を実施した。

訓練では、想定に基づき、乗客の安全確保を最優先とした事案対応力、不審物発見時

の対応力の向上を図ったとのことであった。

委員から、『訓練により浮き彫りになった課題を解消し、対応技術を向上していただき

たい。』との発言があった。

(6) 令和４年度サイバーセキュリティ競技大会の実施結果について

県警察から、令和４年度サイバーセキュリティ競技大会の実施結果に関する報告が

あった。

10月28日、秋田県警察学校において、県内14警察署（各署１チーム２人）の代表28人

が出場し、サイバー犯罪捜査に関する想定問題に挑んだ。

競技の結果、優勝は由利本荘警察署、準優勝は大館警察署とのことであった。

委員から、『出場者の裾野を広げて、職員の技術向上に努めていただきたい。』との

発言があった。

(7) 交通指導取締り中における警察官の受傷事故の発生について

県警察から、交通指導取締り中における警察官の受傷事故の発生に関する報告が

あった。

11月12日早朝、能代警察署の警察官が飲酒取締り中、普通貨物自動車の信号無視

違反を現認したことから、停止した同車両の運転手に事情を聴取したところ、車両が

急発進したため、とっさに窓枠につかまり約20メートル引きずられたあと、転倒して

負傷した。

車両は現場から立ち去り、現在、ひき逃げ事件等として捜査中であるとのことで

あった。

委員から、『負傷した警察官の回復を祈っている。適切に捜査を推進するとともに、

受傷事故防止指導をしていただきたい。』との発言があった。


